築山山水伝

築山山水を作る法

1． 水正面に奥に立てる石あり、是を主人守護石をいふ、此石を定め、後に山を築き、扠木を植るなり、此守護石の下に蓮花石を立てべし。

２、滝口に石を立る、是を滝副の石といふ、其左右に童子石を立べし、或は八つ、或は四つ、或は二つなるべし、是滝副石の下の石なり。右、何れも石のなりは作者の好によるべし。

３、山水の中央に島を作る、是蓬莱山を表す也、其形亀のごとし、故に亀頭石、両手石、両脚石、尾崎石、可有石、此立やう大事なり、必ず松を植べし、若、木を用さるときは亀形の石を立べし。

４，山水の前、両極に必、二神石を立べし、是を二柱石ともいふ、石の形により二つ三つ副る事作者の好によるべし。
５、滝口石に水受石、溪副石、波分石、水分石あるべし、山水のうちにて滝口のあしらひわけて大事なり。

６、山水に橋をかくる事、必、河すそ、中ほどに有べし、滝口に橋をかくる事、一向なき事なり、但、大なる山水に滝の上の高山などに枯木等を以てわたす事あり、是は猿などつたひ行道の心に用ゆるなり。

７，河すそを水吐ともいふなり、滝口南にあらば水吐北の方にあり、河すそを從多流とも云なり。

８、河すその石の名の事

水よけの石　落水石　浪受石　塵流石　木葉返石　水門石等なり。

9、 水の両端に必島二つあり、端近き島を客人島といふ、是に客拝石、対面石、履脱石、鴎宿石、水島石あり。

１０、同、奥にあるを主人島といふ、是に安居石、腰息石、遊居石等な（あ）り。

１１、主人守護石の前に必、礼拝石あり、石の大小により、一つ二つ三つもあり、此守護石を本名三尊石といふ、此石の背に山あり、若、山を用ひずば木を植べし。

１２、左右方奥の高山に山頂石、山腰石、嶺脚石、慶雲石、霧隠石、晴月石、月陰石（月呑石ともいう）等なり、又、山路に道居石、行路石などあり、或説に月陰石を呑影石ともいふ、これは西山に用ゆ、吐影石、是は東山に用ゆ、山の頂にあり、諸石の多少は真行草によるべし、山間に木の本に上坐石あり、是別して秘石なり。

１３、石橋には必、はしはさみの石四つ、又所により三つ二つも有べし、水際の石を遊漁陰といふ、下のすきたるを立る事習ひなり。

１４、立石の名の事

鴛鴦石（水中にあり）水禦石（河裾にあり）、滝副石、垂釣石（峯にあり）、盃帯石（島にあり）、筆架石（島にあり）、怒濤石（水洗いにあり）、硯用石（路又は島にあり）、虎豹陰石（谷にあり）、虎渓豹陰石（山路にあり）

１５、立石陰陽に事

１６、高石たる石は皆陽なり、滝口は水を主るにより陰なり、故に滝口高く石を立る事陰陽和合の心なり、横なる石は陰なり、草木の類も竪を陽とし、横を陰とす、不立不臥の石は陰陽和合の石なり、又、川よけの石はいか程ありとも名石の数には入れず。

１７、山水島の名事

吹石島、浪寄島、打寄島、中島、客人島、主人島、山下浜、洗浪右の島ごとに石あり。

１８、大なる山水の山陰、谷あい、田畠などの石有べし、又河すそに用ゆる事もあり。

１９、塩浜の石を用ゆる事、此浜に立石を用ゆべからず、塩の干潟いづれも石なし、又、入江の体には芦、杜若、菖蒲などを植るなり。

２０、木を植る心得の事

棕櫚（シュロ）、南天、五葉、松、柏、槙

此類を島に用ふ

杉、枇杷（ビワ）、檜、白檀、椿（ツバキ）、柊（ヒイラギ）、石南花（シャクナゲ）、蜜柑、桑

何れも常磐木は山峰の物なり、築山なくとも山嶺と心得べし。

紫蘭（シラン）、紫苑（シオン）、菊、玉簪（ギョクシン）、芍薬（シャクヤク）等の類、島、谷あひに用ゆべし。

枸杞（クコ）葛、栢（カシワ）、楓、女郎花（オミナベシ）、山にあり、藜（アカザ）、芦、島山河にあり。

花丁子（ハナチョウジ）、栂（ツガ）、藤、百合（ユリ）草、山類なり、蓮は沢にあり、芙蓉（フヨウ）、銀杏、伊吹、躑躅、山又は島にあり、其、外名草名木は各別なり、大概故実是等を以て考へ知べし。

２１、坪の広狭ありといへども左の図を考へて地取をなし、作るべし、真行草により山も島もなき事あり、真行草の法、左の図を以て考へ知べし、横へ広とも奥へ深とも図の格を以て作へし。

２２、山水造やう公家武家寺社何れもひとしといへども武家の山水には九字を表する習ひあり、石を四竪五横の石にはあらず、此等の石は添石に用ゆべし、竪たる石四つ、平なる石五つなり、不立不臥石は横竪石にあらず。

２３、寺院の庭にも四竪五横を用ゆべし

２４，呂律の石立やうの事

律は能すはりたる石なり、若、かけたる所には添石を立べし、又わきの方にも石をそへべし、とかく威儀具足する石を律とす。

呂は一つ宛ニ所三所に間五寸六寸、或一尺ほど退で切々に立置が呂なり、律は吉にして陽なり、呂は陰にして凶なり、然れども陰陽の二つにて万物出生するなり、故に呂石は山陰などに立石なり。

２５、寺院等の山水に一つの秘事あり、山の麓に木を植て木の下に平なる石を居る也、是を上坐石と号す、客人島、主人島、に此石あるへし、有所最大事なり別に一所を構て立べし。

２６、山水五大配当の事

山水は地、海水は水、花樹は火、諸木諸草枝葉の色空なり。

２７、山水相生の事

新に庭を作るには其主、性を尋ぬべし、火性の人は南山にて北むきよひ、水性は北に山ありて南むきよし、木性は東に山ありて西向よし、金性は西に山ありて東よし。

